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                                平成 20 年 10 月８日 

 

・秋の教点連セミナー決まる 

     秋のセミナーを以下のように開催いたします。皆様ふるってご参加くださいますよう

お願いいたします。なお、会員以外の方でも参加できますので、ぜひお知り合いの方を

お誘いください。 

   【平成 20 年度第２回セミナー】  

      日時：平成 20 年 11 月 30 日（日）午後１時から 

     場所：IMY ホール 6階 第 3会議室 

        名古屋市東区葵 3－7－14 

           TEL 052－930－3922 

          交通：地下鉄東山線「千種」下車 徒歩５分 

    内容：１．「点字力をつける ーー 巡回教師に聞く」 

 佐藤登紀子氏（愛知県立名古屋盲学校） 

       ２．「理科触図解説 ーー 見本図による解説」  

長岡英司氏（筑波技術大学教授） 

    参加料：会員 500 円、非会員 1,000 円（当日、受付でお支払いください） 

 

・文科省教科書課との話し合い 

去る９月５日午前 11 時から、文科省教科書課と話し合いを持ちました。 

 〈出席者〉 

  文科省：矢崎雅之教科書課課長補佐、三輪善英課長補佐、高見英樹教科書企画係長、 

池尻和良特別支援教育課調査官 

   教点連：込山光広事務局長、高橋実理事、加藤俊和理事、田中徹二理事長 

 〈内容〉 

「点字教科書の普及に関する検討委員会」を至急立ちあげてください、についての確認。 

 〈結果〉 

  「拡大教科書の普及に関する検討委員会のような正式な委員会は、すぐに立ちあげるこ

とができないが、お互いにどんなことを検討すればいいかを勉強する懇談会を、できる

だけ早く立ちあげたい」という回答が、三輪課長補佐からありました。大きな前進です。 

  しかし、本誌発行日までに、具体的な返事はありません。高橋実理事の問い合わせに、

「もう少し待ってほしい」ということです。 



・平成 20年度第 2回理事会報告 

   日 時：平成 20 年 8 月 30 日 14:00～17：00 

   場 所：日本点字図書館 ３階会議室 

   出席者：高橋（秀）、高橋（実）、加藤、田中、長岡、込山、古谷、奥野マリ子 

（オブザーバー） 

理事７名、委任状（理事３名、監事２名） 

  第１号議案･･９月５日の文化省交渉の対策 

一般校で学ぶ視覚障害児童・生徒の点字教科書について、点訳マニュアルがない、 

点訳作業はボランティアグループだけでなく、点字出版所、点字図書館も対象にする、

等の文書を提出する（文書の作成担当は加藤理事）。     

  第２号議案･･秋の教点連セミナーの内容について 

  セミナーの内容については前述の通り。なお、理事会を 11 時から同ホールで開催

する。 

  第３号議案･･松崎さんからの理事会に対する提案について 

    熊本教科書点訳会の松崎代表から、理事会に提案（略）があったが、検討した結果、

総論賛成なので、文科省との交渉の中で実現できるように努めることで了承した。 

  第４号議案･･データ提供価格についての確認 

    既存の点訳データを他のグループに提供した際の価格について、充分に徹底してい

ないので、再確認した。１ページ 200 円とする。 

 

・ 出版物のご紹介 

最近、以下の２冊が出版されました。ご参考にしてください。 

１．福井哲也著『やさしい英語点字入門』 

    英語点字の文字や略字をスモールステップで学習できるよう構成してあり、中高生 

   からおとなの方まで幅広くご利用いただけます。以前から出している『初歩から学ぶ

   英語点訳』は、点訳者養成が主目的のテキストでしたが、この新しい本は、点字使用

   者が自らの文字として英語点字を勉強していくことを第一に考えて執筆しました。 

   もちろん、英語点字を勉強してみたいという点訳者にも、入門書としてお使いいた 

   だけます。点字版には付録として音声ＣＤ(デイジー版)が付いていますので、独習も

   容易です。 

     定価：点字版 全２巻(音声ＣＤ付き) 9,600 円(価格差保障が使えます) 

     墨字版 Ａ４版 111 ページ 1,500 円 

     発行所：社会福祉法人日本ライトハウス 点字情報技術センター 

     (問合せ先電話番号 06-6784-4414) 



 ２．田中徹二編『アジアの点字』 

    1990 年に発行されたユネスコ、米国議会図書館編の『World Braille Usage』以後、 

   アジアの点字はかなり変わりました。アジアで使われている 25 言語の点字を、現在、 

   それぞれの国で使っている著者に執筆してもらい、一覧表を付けました。国内が困乱

   していて、どうしても連絡がつかなかった国や、南太平洋の島国では、現地語の点字

   がない所などありましたが、集められるだけ集めたつもりです。中でもおもしろかっ

   たのは、インドで使われている点字は、国内で使われている 20 以上の主要言語に共

   通するものでした。ですからインドの盲人は、どの言語でもきれいに読みあげること

   はできますが、意味はわからないということでした。 

     定価（実費）：墨字版 Ａ４版 106 ページ 800 円（送料別 40 円） 

     発行所：日本点字図書館 

     （問い合わせ先電話番号 ０３ー３２０９ー０７５１ 用具事業課） 

 

・事務局からの連絡 

会員の方は、メーリングリストに入ることができますので、メーリングリスト上で

活発な書き込みをお願いしたいと思います。アドレスがまだの方は、松本までお知ら

せください。 
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